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－ソーシャル・キャピタルの概念定義を基にした考察－
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抄 録
本研究は，地域住民が人同士のつながりをどのように捉えているのかを明らかにすることを
目的に，住民が地域社会とつながっていると感じる時はどんな時なのかについて質問紙調査を
行った。また，その住民が感じる地域社会とのつながりが，本研究で定義したソーシャル・
キャピタルの概念とどのように関連しているのか考察することも目的とした。
その結果，身近な人との信頼関係，身近な人と相談し合える関係，身近な人に頼る・頼られ
る関係，日常的に挨拶をかわすという4項目で，社会とのつながりを感じる時と回答した者の
割合が高いことが明らかとなった。また，これらの項目は，ソーシャル・キャピタルの概念で
定義されている，一般的な信頼，一般化された互酬性の規範及び市民社会における水平的かつ
多様性のあるネットワークとも関連することが明らかとなった。
地域住民における自発的な協調関係の成立を実現するためには，コミュニティカフェに代表
されるような，ソーシャル・キャピタルの概念で定義されるところの橋渡し的な場の設定を行
うことが，社会課題の解決に向けて自発的に参画する意識の醸成につながる可能性があると考
えられた。
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Ⅰ．は じ め に
内閣府の60歳以上の男女を対象にした調査によると，
ふだん，近所の人どどの程度の付き合いをしているかと
の質問において，「親しく付き合っている」が38．9％と
最も高く，年齢別では75～79歳で45．3％と最も高くなっ
ていることが報告されている1）。また，くらしの中で地
域のつながりは必要だと思うかとの質問においては，
「とても思う」が60．4％で最も高く，「どちらかと言え
ば，必要だと思う」の33．2％との合計で，90％を超える
者が必要性を感じていることが報告されている1）。近
年，このような人々の社会的なつながりの豊かさ，すな
わちソーシャル・キャピタルが，健康に寄与することが
注目されている2）。
ソーシャル・キャピタルとは，元々Robert・D・Put-
namが提唱したもので，人々の協調行動を活発にする
ことによって，社会の効率性を高めることのできる，
「信頼」「規範」「ネットワーク」といった社会組織の特
徴とされており，物的資本（Physical Capital）や人的
資本（Human Capital）などと並ぶ新しい概念とされて
いる3）。そのため，「信頼」「規範」「ネットワーク」は
ソーシャル・キャピタルの主たる構成要素となってい
る。
信頼は「知っている人に対する厚い信頼（親密な社会
的ネットワークの試算）」と，「知らない人に対する薄い
信頼（地域における他のメンバーに対する一般的な信
頼）」とに区別され，「薄い信頼」の方がより広い協調行
動を促進することにつながるため，ソーシャル・キャピ
タルの形成に役立つとされている3）。また，規範では互
酬性の規範が重要視されており，相互依存的な利益交換
として，均衡のとれた互酬性（同等価値のものを同時に
交換）と，一般化された互酬性（現時点では不均衡な交
換でも将来均衡がとれる相互期待を基にした交換の持続
的関係）とに分けられている。さらに，ネットワークで
は，立場の上下にあたる垂直的なネットワークと，立場
が同等の水平的なネットワークが考えられている3）。
これら構成要素とは別に，ソーシャル・キャピタル
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は，性質，形態，程度，志向の4つの視点で，それぞれ
2つに分けられて分類されている。そのうち，性質によ
る分類は，結合型と橋渡し型と呼ばれ，ソーシャル・
キャピタルの基本的な分類として考えられている3）。結
合型は，組織の内部における人同士の同質的な結びつき
で，橋渡し型は，異なる組織間における結びつきのこと
である。
さらに，構成要素の特徴に着目し，構造的ソーシャ
ル・キャピタルと，認知的ソーシャル・キャピタルに分
類する方法もある3）。構造的ソーシャル・キャピタルと
は，協力，特に互酬的集団行動に寄与するネットワー
ク，役割，規則，先例や手続きによって提供される社会
的組織などであり，認知的ソーシャル・キャピタルと
は，互酬的集団行動に寄与するような規範，価値観，態
度，信念などをさすと考えられている。このようにソー
シャル・キャピタルは，Robert・D・Putnamが提唱し
た概念ではあるが，その後その概念定義が変化してきた
ことで，ソーシャル・キャピタルに関する議論の混乱を
招いているとも言われている4）。
議論の混乱はあるものの，ソーシャル・キャピタルが
豊かな地域は市民活動が活発であり，またその逆に市民
活動が活発であれば，ソーシャル・キャピタルが豊かで
あることも報告されている3）。例えば，北海道が示した
資料では，ソーシャル・キャピタルの豊かさをボラン
ティア活動に参加する住民の割合で測定している。刑法
犯認知件数，失業率，出生率との関係をみると，ボラン
ティア活動に参加する住民の割合が高いほど刑法犯認知
件数及び失業率は減少し，合計特殊出生率は増加するこ
とが報告されている5）。つまり，ソーシャル・キャピタ
ルと市民活動には相互に関連性があると考えられている
が，ソーシャル・キャピタル自体が社会的問題解決のた
めの概念で，その概念定義の変化による混乱があり，確
かな評価尺度が確立していないことから，ソーシャル・
キャピタルを議論する際には，扱う内容におけるソー
シャル・キャピタルの「信頼」「規範」「ネットワーク」
の定義を明らかにして用いるべきであることも指摘され
ている4）。
坂本4）は，概念定義において，Robert・D・Putnamが
提唱した当初の定義，すなわち，人々の間の自発的協調
関係の成立をより促進するための，一般的信頼，一般化
された互酬性の規範及び市民社会における水平性と多様
性のあるネットワークとして考えることが妥当であると
している。
一方で，北翔大学北方圏学術情報センターPORTOで
は，2016（平成28）年より，世代や立場などを超え，
「さまざまな社会問題に対して，市民一人ひとりがその
立場に応じて，当事者意識をもって相応に関わり，さま
ざまな社会問題の解決に向けて参画していく意識を醸成
して，多世代共創社会を実現していくことが必要であ
る」と認識し，「世代間をつなぎ社会問題を解決してい
く活動のあり方」を模索し，研究を行っている。これを
ソーシャル・キャピタルの概念として置きかえると，さ
まざまな社会問題への参加と関わりを一般的な信頼とし
て，立場に応じた関わりを一般化された互酬性の規範と
して，多世代のつながりによる社会問題の解決を市民社
会における水平的かつ多様性のあるネットワークとして
捉えることが可能であり，それらを基礎として自発的な
協調関係の成立を実現していくための具体的な活動の模
索と捉えることができると考えられた。よって，本研究
においては，ソーシャル・キャピタルをこのように定義
して考えることとした。
具体的な活動の模索のためには，まず該当する地域社
会のソーシャル・キャピタルの状態を知る必要があり，
それには地域住民のつながりに対する意識を知る必要が
あると考えた。そこで，本研究では，具体的な活動の模
索につなぐための第1歩として，地域住民が人同士のつ
ながりをどのように捉えているのかを明らかにすること
を目的とした。また，地域住民がとらえる地域社会との
つながりが，本研究で定義したソーシャル・キャピタル
とどのように関連しているのか考察することも研究の目
的とした。
Ⅱ．方 法
対象者は，2017年2月に北海道A市にて行われた認
知症に関する講演会に参加した者113名のうち，調査へ
の協力を同意した81名であった。このうち，分析項目に
不備のあった2名を除いた79名を分析対象とした。対象
者の性別は，男性25名，女性52名，不明2名であった。
不明の2名は，性別の回答欄に設けた「答えたくない」
と回答した者である。回収率は71．7％，有効回答率は
69．9％であった。
調査用紙の構成は，基本属性として，性別，年代，就
労状況，居住状況，介護経験で，質問として，あなたが
考える「地域社会とのつながり」について尋ねた。
性別は，男女の他に，「答えたくない」の回答を用意
し，3件法とした。年代は，10歳代から100歳以上ま
で，10歳ごとに年代別にし，10件法とした。居住状況
は，「ひとり暮らし」「家族と同居」および「その他」の
3件法とした。就労状況は，「働いている」と「働いて
いない」の2件法とした。介護経験は，「介護経験があ
る」「現在介護をしている」「介護経験はない」「現在介
護を受けている」の4件法とした。
地域社会とのつながりに関する質問には，以下の8項
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目を用意し，それぞれ，地域社会とつながっていると感
じる時を選択させた。すなわち，1）身近な人と信頼関
係がある（信頼関係），2）身近な人と相談し合える関
係がある（相談），3）身近な人に頼る・頼られる関係
がある（頼る・頼られる），4）日常的に挨拶をかわす
（挨拶），5）物品の貸し借りをする（貸し借り），6）
地域の催しものに参加する（催し物），7）地域のボラ
ンティアに参加する（ボランティア），8）その他（具
体的に記入）とした。
統計学的検討には，比率の差の検定としてχ2検定を
用いた。
Ⅲ．結 果
1．全体及び男女比較
表1には対象者の個人属性に関する情報を示した。年
代，就労状況，居住状況および介護経験において，性別
表1 対象者の特性
全体 男性 女性 回答なし p-value
項目 人数 （％） 人数 （％） 人数 （％） 人数 （％）
人数 79 （100．0） 25 （31．6） 52 （65．8） 2 （2．5）
年代 79 （100．0） 25 （100．0） 52 （100．0） 2 （100．0） ．391
10歳代 1 （1．3） 0 （0．0） 1 （1．9） 0 （0．0）
20歳代 7 （8．9） 3 （12．0） 4 （7．7） 0 （0．0）
30歳代 6 （7．6） 1 （4．0） 5 （9．6） 0 （0．0）
40歳代 5 （6．3） 1 （4．0） 4 （7．7） 0 （0．0）
50歳代 19 （24．1） 9 （36．0） 10 （19．2） 0 （0．0）
60歳代 15 （19．0） 2 （8．0） 11 （21．2） 2 （100．0）
70歳代 25 （31．6） 9 （36．0） 16 （30．8） 0 （0．0）
80歳代 1 （1．3） 0 （0．0） 1 （1．9） 0 （0．0）
90歳代 0 0．0 0 （0．0） 0 （0．0） 0 （0．0）
100歳以上 0 0．0 0 （0．0） 0 （0．0） 0 （0．0）
就労状況 79 （100．0） 25 （100．0） 52 （100．0） 2 （100．0） ．949
働いている 39 （49．4） 13 （52．0） 25 （48．1） 1 （50．0）
働いていない 40 （50．6） 12 （48．0） 27 （51．9） 1 （50．0）
居住状況 79 （100．0） 25 （100．0） 52 （100．0） 2 （100．0） 633
ひとり暮らし 16 （20．3） 3 （12．0） 13 （25．0） 0 （0．0）
家族と同居 61 （77．2） 21 （84．0） 38 （73．1） 0 （0．0）
その他 2 （2．5） 1 （4．0） 1 （1．9） 2 （100．0）
介護経験 78 （100．0） 25 （100．0） 51 （100．0） 2 （100．0） ．751
介護経験がある 22 （28．2） 6 （24．0） 15 （29．4） 1 （50．0）
現在介護をしている 21 （26．9） 7 （28．0） 13 （25．5） 1 （50．0）
介護経験はない 35 （44．9） 12 （48．0） 23 （45．1） 0 （0．0）
現在介護を受けている 0 （0．0） 0 （0．0） 0 （0．0） 0 （0．0）
表2 性別による地域社会とつながっていると感じる時の結果
全体（n＝79） 男性（n＝25） 女性（n＝52） 回答なし（n＝2） p-value
質問項目 人数 （％） 人数 （％） 人数 （％） 人数 （％）
身近な人と信頼関係があ
る時 45 （57．0） 12 （48．0） 31 （59．6） 2 （100．0） ．289
身近な人と相談し合える
関係がある時 46 （58．2） 12 （48．0） 32 （61．5） 2 （100．0） ．254
身近な人に頼る・頼られ
る関係がある時 40 （50．6） 9 （36．0） 30 （57．7） 1 （50．0） ．204
日常的に挨拶をかわす時 41 （51．9） 10 （40．0） 30 （57．7） 1 （50．0） ．346
物品の貸し借りをする時 8 （10．1） 2 （8．0） 5 （9．6） 1 （50．0） ．163
地域の催しものに参加す
る時 39 （49．4） 13 （52．0） 25 （48．1） 1 （50．0） ．949
地域のボランティアに参
加する時 32 （40．5） 9 （36．0） 22 （42．3） 1 （50．0） ．837
その他 7 （8．9） 3 （12．0） 4 （7．7） 0 0．0 ．745
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による有意な差は認められなかった。よって，以後は，
総合計人数にて分析を行った。なお，年代における80歳
代以上及び介護経験における現在介護を受けている者は
該当者がいなかったことから，以後の結果表示には示し
ていない。
表2には，地域社会とつながっていると感じる時の集
計結果を示した。全体では，身近な人と相談し合える関
係がある時と回答した者の割合が58．2％と最も高く，つ
いで，身近な人との信頼関係がある時，日常的に挨拶を
かわす時の順であった。性別による差は認められなかっ
たが，男性では地域の催しものに参加する時と回答した
者の割合が52．0％と最も高かったのに対し，女性では身
近な人と相談し合える時と回答した者の割合が61．5％と
最も高かった。
その他に具体的な内容を書き込んだ者は7名であっ
た。その内容としては，趣味の団体での交流，他人から
必要とされていると感じる時，（子どもの）保護者同士
の関わり，行政機関と関わる時，町内会活動，民生活
動，見守り・見守られができている時などの解答があっ
た。
居住状況別では，地域社会とつながっていると感じる
時のどの項目でも同程度の回答者の割合で，有意な差は
認められなかった（図1）。物品の貸し借りをする時と
回答した者の割合が，他の項目に比較して低かった。ま
た，身近な人との信頼関係がある時，身近な人と相談し
合える関係がある時と回答した者の割合は，他の群に比
較して家族と同居の者で高い傾向であった。
介護経験別おいても，地域社会とつながっていると感
じる時のどの項目でも有意な差は認められなかった（図
2）。居住状況別の結果と同様に，物品の貸し借りをす
る時と回答した者の割合が，他の項目に比較して低かっ
た。介護経験がある及び現在介護をしている者で，介護
経験はない者に比較して，身近な人と相談し合える関係
がある時で回答者の割合が高い傾向であった。また，介
護経験がある者では，他の群に比較して，身近な人に頼
り・頼られる関係がある時の項目で回答者の割合が高い
傾向であった。
Ⅳ．考 察
性別，年代別，居住状況別，就労状況別，介護経験別
のどの区分でも，地域社会とつながっていると感じる項
目において，回答者の割合に有意な差は認められなかっ
た。この結果から，地域社会とのつながりを感じる時
は，個人の基本的な属性によって影響を受ける可能性が
低いことが考えられた。
全体の単純集計の結果から，身近な人との信頼関係，
身近な人と相談し合える関係，身近な人に頼る・頼られ
る関係，日常的に挨拶をかわすという4項目では，半数
以上の者が社会とのつながりを感じる時と回答してい
た。中でも，身近な人と相談し合える関係がある時は，
回答者の割合が最も高かった。
しかし，地域の催しものやボランティア活動へ参加す
る時については，地域社会とのつながりを感じると回答
した者は半数以下となっており，物品の貸し借りをする
時については，10．1％と回答者の割合が最も低かった。
本研究において半数以上の者が地域社会とつながって
いると感じると回答した4つの項目は，ソーシャル・
キャピタルの概念定義における一般的な信頼，一般化さ
れた互酬性の規範及び水平的で多様なネットワークとし
ての関係と考えることができる。
一方で，比較的回答者の割合が低かった，地域の催し
ものに参加する時や地域のボランティアに参加する時に
ついては，一般的な信頼と一般化された互酬性の要素は
認められるものの，ネットワークの点で，水平的よりは
垂直的な要素を持つと予想された。地域の催しものやボ
ランティアについては，参加者同士の交流が主要な目的
ではなく，主催者と参加者という垂直性の関係が主の
ネットワークと捉えられるからである。
しかしながら，ソーシャル・キャピタルの分類におけ
る，性質による分類を考えた時，地域の催しものやボラ
図1 居住状況別地域社会とつながっていると感じる者の割合（％）
図2 介護経験別地域社会とつながっていると感じる者の割合（％）
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ンティアへの参加は，橋渡し型の性質をもっており，水
平的なネットワークの拡がりのきっかけとなる可能性を
もつと考えられる。地域社会とつながっていると感じる
質問の「その他」における書き込み内容では，保護者同
士の関わり，町内会，民生活動などが示されていた。坂
本4）は，近隣住民組織を水平性と多様性のある組織とし
て捉えることは，伝統的に地域のボスが存在する可能性
がある点で難しいと前置きしながら，住民の世代交代等
による組織の変化が大きいことから，これらの組織を水
平性と多様性のある市民社会のネットワークとして位置
づけて考えている。以上を合わせて考えた時，地域住民
を何らかの方法にて集合化もしくは組織化し，そこから
水平性と多様性のある市民社会のネットワークを構築し
ていくことは，ソーシャル・キャピタルの醸成につなが
る可能性があると考える。
近年，地域住民の集合もしくは組織化の事例として，
「コミュニティカフェ」が注目されている。単なる飲食
店とも，行政機関などの公的な機関とも異なり，何かと
何かをつなぐ役割を果たすと考えられているが，その定
義は明確にされていない6）。しかし，コミュニティカ
フェは，カフェという飲食を主体とした場を設定するこ
とにより，性別や年齢を問わずに誰もが気軽に利用し，
互いに知り合い，互いに助け合う関係を構築する可能性
をもつと考えられている6）。つまり，地域住民の居場所
の一つとして，住民が互いの存在を認め合いながら社会
との関係を構築する場所と考えられており6），ソーシャ
ル・キャピタルの分類で考えると，橋渡し型であり，場
の設定を介して，一般的信頼，一般化された互酬性及び
水平性と多様性のある市民ネットワークを形成している
と考えられる。
このコミュニティカフェの具体化として，我々の研究
グループではケアラーズカフェの開催を試みた7）。ケア
ラーズカフェは，その名前の通り，家族介護者であるケ
アラーの社会的な孤立の解決を目指した支援を目的に開
催されているコミュニティカフェである。研究グループ
で開催したケアラーズカフェの目的としては，家族介護
者ばかりではなく，支援に携わる専門職や地域住民も含
めた参加者同士の話し合いの場を設定することであっ
た。今回の試みでは，大学祭という機会を通じて，水平
性と多様性のある地域住民の集合を目指し，場の開催を
通じて，一般的信頼と一般化された互酬性の実現を目指
した。このような場の設定により，地域住民が信頼と互
酬性を育み，多様なネットワークを水平的に拡大するこ
とができれば，北翔大学北方圏学術情報センター
PORTOが目指している「世代間をつなぎ社会問題を解
決していく活動」の実現につながっていくものと考えら
れた。
Ⅴ．ま と め
本研究は，地域住民が人同士のつながりをどのように
捉えているのかを明らかにすることを目的に，地域住民
が地域社会とつながっていると感じる時はどんな時なの
かについての質問紙調査を行った。また，その住民が考
える地域社会とのつながりが，ソーシャル・キャピタル
の概念定義とどのように関連しているのか考察すること
も目的とした。
その結果，身近な人との信頼関係，身近な人と相談し
合える関係，身近な人に頼る・頼られる関係，日常的に
挨拶をかわす関係という4項目で，社会とのつながりを
感じると回答した者の割合が高いことが明らかとなっ
た。また，これらの項目は，ソーシャル・キャピタルの
概念定義となっている，一般的な信頼，一般化された互
酬性の規範及び市民社会における水平的かつ多様性のあ
るネットワークとも関連することが明らかとなった。
ソーシャル・キャピタルを基盤とした，地域住民にお
ける自発的な協調関係の成立させて具体的な市民活動を
実現するためには，コミュニティカフェに代表される橋
渡し的な場の設定を行うことで，社会的課題の解決に向
けて参画する意識の醸成につながる可能性があると考え
られた。
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Survey on consciousness about a sense of connection with
the society in community residents
Abstract
The purpose of this study was to make clear how community residents interpret about the connection between
people. We performed a questionnaire about when residents feel connection to social community. In addition, we
intended to consider the relationship between the connection to social community interpreting among residents and
the concept defining as social capital in this study.
From the result, it was shown that the ratio of people who answered four human relationships including trusting,
asking for advice, supporting and exchanging greetings were high. Those four relationships were similar with the
concept of social capital that defined by trust, norms and networks.
It was supposed that the place mediating community residents such as community cafe helped to create the con-
sciousness of participation for solution of social problem.
Keywords : community resident, society, connection, consciousness, social capital
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